
東沢小学校 熱中症対策（具体的な取組） 

１．暑さ指数の計測と活動について 

 （１）定期測定（１日４～５回）について 

・教職員（主に養護教諭・教頭・教務・教員業務支援員）が、１日４～５回、グラウンドと体育館の暑さ指数を

熱中症指数計で測定を行う。また、山形一中に設置された高性能気象 IoTセンサー「ソラテナ Pro」を参

考にする。管理職が、測定値をもとに外あそびや運動の可否について判断をする。 

・測定値は、ホール前に掲示する。職員室には、山形一中の「ソラテナ Pro」の計測データを掲示する。 

   ・外遊びや運動、体育館が使用できないときは、全校児童・職員へ教頭もしくは教務が放送で周知する。 

 計測時刻 放送時刻 

① ２校時前 ９：２０～９：３０ ９：３５ 

② 中間休み前 １０：１０～１０：２０ １０：２５ 

③ 昼休み前 １３：００～１３：１０ １３：１５ 

④ 下校前 （５校時） 

        （６校時） 

１４：２０～１４：３０ 

１５：２０～１５：３０ 

１４：３５ 

１５：３５ 

 （２）活動中の計測について 

   ・体育や校外学習時の測定は、教科担任が行う。熱中症指数計を携帯し、活動にあたっては、少なくとも３

０分に一度、定期的に暑さ指数を測定する。 

   ・校外学習の際は、出発３０分前までに、担任が計測・確認をし、管理職と協議の上、実施の判断をする。 

 （３）暑さ指数 

    ★気温３５℃以上またはWBGT３１℃以上（危険）…屋外での運動や活動中止する。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症指数計は、職員室前方の机  

出勤簿タブレット近くにある。 



２．児童の健康状態の把握 

  ・教職員は、常に児童の健康観察を行い、健康状態を把握する。 

  ★活動終了後は、十分にクーリングダウンを行う。 

  ★下校前の健康観察で、下校させるのが難しい児童がいた場合は保護者に連絡し、迎えを依頼する。 

  【健康観察のポイント】 次にあげるような症状がないかどうか確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．熱中症発生時の対応について 

・熱中症は放置すると死に至る緊急事態であることを認識して対応する。 

・現場での応急処置では対応できない場合は、直ちに医療機関を受診させる。 

・重症時には救急車を呼び、救急車が来る間、現場ではすぐに体を冷却する。 

・「立ちくらみ」や「筋肉のこむら返り」など症状が軽い場合は、涼しい場所へ移動し、衣服を緩めて安静にさ

せる。また少しずつ水分・塩分補給を行う。 

・症状の回復が見られるかどうかが病院搬送を判断するポイントとなるため、必ず誰かが付き添う。 

健康観察の機会 確認事項 

朝の会 
・発熱、吐き気、頭痛、めまいなどの訴えがないか。 

・睡眠が十分にとれたか、朝食を食べてきたか。 

活動開始前 ・活動前に不調を訴えている児童がいないか。 

活動中 ・熱中症を疑う症状がないか、顔色や行動がいつもと異なる児童がいないか。 

活動終了後 ・活動後に不調を訴えている児童がいないか。 

下校前 ・不調を訴えている児童がいないか、徒歩での下校が可能か。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校管理下での熱中症発生時の役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重症度（救急搬送の必要性）を判断するポイント 

・意識がしっかりしているか？ 

・水を自分で飲むことができるか？ 

・症状の改善がみられるか？ 

※搬送時、応急処置時には必ず誰かが付き添う。 

重症度にかかわらず「熱中症の症状」があったら 

涼しい場所へ移動し、すぐに体を冷やす。 



熱中症対応フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．教室の温度管理 

・教室の室温が「１８℃以上、２８℃以下」になるように、エアコンを活用し、カーテン等で日差しを遮ったり、窓

を閉めたりして室温の調整をする。感染症対策として、授業間に換気を行う。 

 

５．こまめな水分補給の指示 

・水筒は、年間を通して持参可とし、中身は水かお茶とする。特に、夏季は多めに持参するよう周知する。 

 ※熱中症予防のための飲料（スポーツドリンクなど）や塩分タブレットは保護者の判断で持参させる。 

・活動前後、活動中は、水分補給を呼びかけ、のどのかわきがなくてもこまめに水分補給をするように指導

する。 

・運動時や外遊び、外での活動時は、水筒を持参し、必要に応じていつでも水分補給ができるようにする。 

  ・運動時以外にも、こまめな水分補給をするように指導する。 

  ・登下校時は、①立ち止まって水分をとる。歩きながら水分補給をしない。②水筒を持って走らない。   

③周りをよく見て水分をとる。 など、安全に気を付けて水分補給をするよう指導する。 

  

６．児童への指導（日常的に繰り返し指導する） 

 ・体調管理に気を付け、不調を感じたら、ためらうことなく早めに教職員に申し出るよう指導する。 

 ・外に出るときには、必ず帽子を着用させる。（登下校や校外学習時も） 

 ・通気性・透湿性の良い服装を選び、衣服の調整をするよう指導する。 

 ・マスク着用については、熱中症事故防止に留意し、屋外や運動時、登下校時は、マスクを外すよう指導する。 

 ・児童同士でも、水分補給や休憩、体調管理等の声をかけ合うよう指導する。 

 ・通学路内のクーリングシェルター（東沢地区では東沢コミュニティセンター）の適切な活用を促す。 

  

７．学校運営及び教育課程について 

 ・各種活動の判断基準や体調不良児童への対応は、「山形市教育委員会 学校における熱中症対策ガイドラ

イン」に則ることとする。 

 ・熱中症事故の発生リスクが高い活動の実施時期・活動内容の調整を検討する。 

 ・運動会、遠足及び校外学習等の各種行事、指導体制が普段と異なる活動を行う際には、事故防止の取組や

緊急時の対応について事前に確認し共通認識を図る。高温や多湿が予想されている場合には延期や見直

し等柔軟に対応する。 

 ・保護者に対して活動実施判断の基準を含めた熱中症事故防止の取組等について情報提供を行い、必要な

連携・理解醸成を図る 

 

８．熱中症警戒情報（熱中症警戒アラート）及び熱中症特別警戒情報（熱中症特別警戒アラート）について 

 ・前日に熱中症警戒アラートまたは熱中症特別警戒アラートが発表された場合は、保護者に翌日の暑さ

対策を連絡する。特に、熱中症特別警戒アラート発表時は、休校を含めた対応を検討する。（管理職） 

※体育の授業等、運動会、遠足等をはじめとした校外活動について  

→中止にする  

→内容を変更して実施するか等  



・翌日に予定されている行事の開催可否、内容の変更等に関する判断、飲料水ボトルの多めの準備、冷却等

の備えの参考とする。  

・活動場所で暑さ指数（WBGT）を測定し、状況に応じて、水分補給や休息の頻度を高めたり、活動時間の短

縮を行うことが望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料】  

山形市教育委員会「学校における熱中症対策ガイドライン」 


